
「
障
が
い
者
支
援
部
会
」 を
新
設

　

市
独
自
の
福
祉
施
策
な
ど
を

検
討
す
る
全
国
屈
指
福
祉
会

議
が
10
月
16
日
、
市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
市
長
が
各
部

会
に
検
討
事
項
を
指
示
。
内
容

は
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た

な
健
康
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業

で
医
療
費
を
１
億
円
抑
制
す
る

こ
と
や
、
障
が
い
者
１
５
０
０

人
雇
用
を
推
進
す
る
こ
と
、
既

存
の
制
度
の
は
ざ
ま
で
悩
ん
で

い
る
高
齢
者
を
把
握
す
る
た
め

の
「
そ
う
じ
ゃ
台
帳
」
を
整
備

し
、
見
守
り
１
０
０
％
・
孤
独

ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
な
ど
。
障

が
い
者
１
５
０
０
人
雇
用
を
推

進
す
る
た
め
、「
障
が
い
者
支

援
部
会
」
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
大
学
や
福
祉
関

係
者
、
市
の
幹
部
な
ど
が
出
席
。

今
後
、
有
識
者
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
を
参
考
に
し
て
具
体
的
な

施
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
来
年

１
月
に
２
回
目
の
全
国
屈
指
福

祉
会
議
を
開
催
予
定
。
各
部
会

か
ら
の
具
体
的
施
策
案
を
も
と

に
、「
福
祉
王
国
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
８
」
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課

（
☎
92
８
２
１
３
）

　

10
月
１
日
現
在
の
就
労
者
数
は
、

１
０
３
４
人
。
目
標
と
す
る
１
５
０
０
人

ま
で
あ
と
４
６
６
人
。
写
真
は
、
障
が
い

者
千
人
雇
用
セ
ン
タ
ー
に
掲
げ
ら
れ
た
就

労
者
数
を
示
す
ボ
ー
ド

全
国
屈
指
福
祉
会
議
に

会議の冒頭、検討事項を指示する市長

　来年度から、健康づくりに取り組む人をサポートしていくために、「“歩得” 健
康商品券」事業を始めます。この事業開始に合わせて、ウオーキングコースと
ランニングコースも整備します。
　問い合わせ　健康医療課健康増進係（☎92 8259）

新しい健康インセンティブ事業

“歩
あ る

得
と く

” 健康商品券 健
康
に
な
っ
て
商
品
券
を
獲
得
し
よ
う

来年１月
受付開始

１、歩く

２、貯める

３、使う

　 健康生活のための環境整備
　市内にウオーキングコース、ランニングコース
を整備していきます。積極的に利用してください。

　100 ｍごとにプレートを設けて、歩いた距離が
分かりやすい、駅前周辺を回る３kmコース

　高梁川の風景と風を感じながら爽快に走ること
ができる３kmコース

　サンロード吉備路を発着点とし、歴史が薫る吉
備路を巡る５kmコース

　市内の事業所も “歩得” 健康商品券事業に参
加しませんか。参加店を市がＰＲします。参加
内容は下記のとおり。詳しくは、健康医療課に
問い合わせてください。

■商品券の利用可能な事業所に登録
　市内にある事業所であれば、業種を問わず商
品券利用登録事業所に応募できます
■独自サービスで市民の健康生活を応援しませ
んか
　事業所ごとに独自のサービスを設定できます
　例：歩数を計測した参加者に１品サービス
■参加者からモニターを募集
　商品やサービス改善のために、市が参加者の
なかからモニターを募集。評価内容を事業所に
フィードバックします

ね
よ
き
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そうじ
ゃ

はっ
とり

ごうけ
い

ひわ

みなぎ

JR伯備線

至高梁

至倉敷

岡山市

岡山自動車道

JR桃
太郎
線

川
梁
高

180

270

278

486

 54

282

180
166

271

 80 429

272

 80

新総社大橋新総社大橋

線
原
井
・
線
備
伯
Ｒ
Ｊ

線
原
井
・
線
備
伯
Ｒ
Ｊ

◎総社総社
市役所市役所

備中国分寺備中国分寺

　   “歩得” 健康商品券事業とは？
　「歩く」ことを中心とした健康づくり施
策です。歩数に応じたポイントを貯め、貯
まったポイントを市内で使える商品券と交
換することができます。
　歩数は、市が貸し出す活動量計などを付
けて計測。市内約 20 カ所に設けた専用の
端末に活動量計をかざすことで歩数が記録
されます。端末と一緒に設置しているタブ
レットで、貯まったポイントや歩数などを
確認できます。
　そのほか、健康診査の受診、健康づくり
講座などに参加することでもポイントを貯
めることができます。
　また、健康づくりに関する情報やアドバ
イスを市のメールマガジンで配信し、生活
習慣の改善をサポートします。
　生活習慣改善のきっかけに、この事業に
参加してみませんか。

　   “歩得” 健康商品券事業とは？

参加事業所の募集参加事業所の募集参加事業所の募集

①

③

ウオーキングコース（総社駅前）

ランニングコース（高梁川河川敷）

ランニングコース（備中国分寺周辺）

　歩いた記録や貯まった
ポイントは、タブレット
で確認することができま
す。

 ◇ Point １◇                詳細は
広報紙

１月号に掲載

　オペレーターの栄養士
が、個々に生活習慣の改善
をサポート。市からのメー
ルマガジンでアドバイス。

 ◇ Point ２◇                

歩くことで

健康 になろう

（歩いて獲得！健康商品券）

　 健康生活のための環境整備

②

広報そうじゃ 2017.12　23　広報そうじゃ 2017.12


